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高橋弘之 (京都大 ･理 ･人蛸進化論)
ニホンザルの野生群におけるオス間関係は､群
れによって異なる土とが報告されている｡本研究
の目的は､オス間関係について､一群の長期継続
紋寮に上るオスの順位､滞在期間および年齢や社
会性比の適時的変化との関連､同一地域に生息す
る複数の群れ間での比較から､オス間関係に変異
をもたらす要因を明らかにすることである｡
調査対象は､宮城県金華山鳥に生息するニホン
ザル野生群､A群およびBl群である｡1995年出産期
と交尾期に群れオスを個体追跡し､グルーミング､
近接等の社会的相互交渉の資料を収集した｡分析
には､1992年交尾期から95年冬期までに得られた
資料を含めた｡資料は現在整理中であるが､これ
までに以下の点が明らかになった｡
1)3年間にわたる調査期間中､A群のオスのB-A
数は2周 から7頭､社会性比 (オトナオス/オト
ナメス)は0.12から0.35の間で変動した｡オスの
順位､滞在期間､年齢は､それぞれの組み合わせ
で有意に相関したオス間の平均近接指数は､社会
性比と有意な申開がみられた (pく0･01)が､脚 立､
滞在期間および年齢とは有意な相関はみられなか
った｡2)BI粁.の社会性比は0.5から0.56とA群よ
り高かった｡Bl群ではオス問のグルーミング交渉
は､オス ･メス間のそれを上回っていたが､A群で
は常に下回っていた｡以上から､ニホンザルのオ
よは群れの構造的性質 (社会性比)に応じてオス
間の親和的交渉を行なうことが明らかとなった｡
